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ドウヤラ腹J i:~t カラ品ガ出 TIA；レラシイ。然シ自分1人デハ不安心グカラ隣村シタ挙句，
トコロガ共ノ留者モ腹ノ中ソノ宮行ヲ呼ニ女。ノ某氏ニモ立曾ツテモラ才ウトイフノデ




























アシ7 ツタ。 之ハ非常ニ残念ダツタノデ， ヨf Fallヵ、アツタ ナラ手術ヲヤ ツテ見ヨク ト
心掛タア居タガ， r度ソ レカラ1年程タツテ内科カラ患者カA廻ツア＊タ。
ソレハ若1.:!J~ ダツタカ，..＂右ノ上主 ニ結傍｜生ノ Kaverneカ‘アリ， ソレー，＇.＼ liscl1infektion
ガ加ハツテ毎日高熱ヲ護シぷ材 シタ患者ダツタ。ガ肺ノソノ他ノ部分ハ比較的病援が無カ
ツタノデ手術ヲヤルコトニi;k:Jタ。
自分ノ最初ノ手術カ・針ハ Kaverneノ；在リ場所ハ橡メ分ツテ居 Jレノデ.K立venn】巴ノア Jレ
所デ胸ヲ開キ，スクJ Tamponヲ施シテ， 之ヲ第一夫手術トシテ肋膜／癒え今ヲ超サセ，夏
ニゴ｜司自－ Kav巴rneヲ問カクト考へテJ旬腔ヲ開 fテ見タ。 トコロガ既ニ肋膜ハ住，fl-シテ居
主ノデ，スグサ，.Thermokauterデ， l¥.a1-erneヲ開キ， ソノ内肱ヲ IC分 ニ焼灼シタ。
此ノ子f¥jノ成績ハk.鑓ニヨカツタ。 忠者ノ栄養対J¥.態ハ恢i江ス Jレシ，創モ Brunchiallistel
ニモナラズ令治シテシ 7 ツタ。
コレハ大慶ニヨ fト云フ諜テ， 今度ハ 1¥a1ernじハアJレガ，町Iiノ dif usニ位サレテI@）レ




.J J婦人科的ノモノーハ子ヲ（I'，サズ，他ノ新シ イ手術ヲ1fフヤク ニシタ。
叉，話ハfil後スルカ， ノ川忠ンニ卒／！括開胸術力行ハレテ居Jレガ，自分ハ Ubcrdruckapparat
モ検診ニハ必要ナコトガアルト忠フ。ソレベ矢張リ内科カラ LungenaiJszess トシテ外科
へ麹サレテ＊タ患者ヵー ァツタ。成程右胸下部iハdampf enシテ居Jレシ，共ノ {f＼ノ呼吸音ハ司法
fシ，熱m!モソノ様ニ思ハレタノダ， Lungenabszess トシテ胸ヲ問イ タ。 トコロガ Lunge
ニ丸イ丁度術柑・）（ノJ<在性脳痕椋費化ガアツタダクグ。此ノ時ハ Obenlruckapparat ヲ用
l－！－！ぷ 日 本 外科 l1f凪第 10 還を第 5 放









fテ， nmヲ膨7 セタリ，縮メタリシテ，問，i今月W;J，，今ヲfJヘパ， ソノ pi)t出ljカ、村jハレル。ソワシ
タラ警へバlJ市場ノ周トノ｜納係トカ． たイサトカガガ充分ニ知JレコトガIHぅkルト思フ。昔ハ
ヨク停電ヲシ タモノダカラ． 屯 ＇1A方、何時止 7 )lカ分カツタモノテナ f。危クテ仕様ガナ 4




成程一寸治Jレト 7 ）レキリ胃痛ダ。カ.Jがニ踊レテ見Jレト勿論胃ニ服務ハアルガ， ソ／他横
行結腸，下行主，＇；腸ニモ同級ノ腫蕩ガア Jレ。ソノ外ニハ淋巴腺ノ腫脹モ無シ，叉腹水モナ i0 
IEfi.蕩ノ様子ハドウモ Kr巴bs ラシクナイ。患者ハ00君ニ Krebs ト；0ょ断サレルマデハ別ニ
矯セテ;kタヤクデモナカツタカ， Krebsト断定サレテカラ，急ニI民レヌヤクーナリ，叉食慾
モ i i'i J：：. シア衰弱シテ＊タ ~ Iiブ n うくKrcl回 トシ タナフ，宵以外ノI重湯ヲソノ l¥letastas巴ト
巧へヰパナラヌ カコ此ノ患者ノ j経過ハソ ンナニ l¥kt.1sl.1'cカ出来ル程長クナ f。ソレデ虹
l"Jカラ検査 シタガ， ソコニ山：i庇ナ略化ガアツタ。 λmpnllaノ粘膜ハ inta ktダガ，ソノ壁
ハ非常ニ硬ク唱 ソクカト i.i"ツテ Gewebsn巴ubildungカ、、アル諜デモナイ。 flt'.竹ノ筒ノ rl:1ユ
指 ヲ入 レタヤクナモノテ，硬ク sckrusi仁川 l シア居ルガ狭窄ハナイ。之ハ明カニ Krebsテ
ハ虫！~ィ。ソシテ， ＼＇｝ ャ結腸ニユモ之ト同シ同iヒガアノレノダラウトハ －~；？ii：十5へラレ Jレ。コレ ナ
国1clicrKrebs アカ！~イ コトハ分ツタカ，·＊シアイ1tJ物カ カヲ上ラ ヌ 。
非・，：；；，ニ nervosノ忠1"・ デアツタカ＼ Probe-Laparotomie ヲ1.f¥9:1シタノデ開 4テ見タトコ
丸山シア胃ノト樟，航行結腸下行結問 エ虹門カラ，i今タ ト同様ノ饗化ガア ツタ。自P，之等ノ
Ji，でがソノ 7 、硬クナツテ居リ， ソノ援脱而ニハ料イ政亦ガアツタ。近庭ノiJ本巴nt1U、唯一二
I -1: ノガ少シク大キクナツテ居Jレガ， •Iり；カク，特別ノ，j~化ハナ 1 0 刻5｛－； ヨク， ，，.行結腸ノ





sclerosierendc Entz泊ndungダ。 ？f;後ダソノ結節 If:~本ヲ見セテモラツタガ， chronisch




ワ ，ソ セル？ ン氏反感ガH~， ヌコトハヨクア Jレコトゲ。
ガ，不幸効1~ ク死ンデシ 7 ツタ。
昔ハ散歩シテ居テモ屡々品川存チタノノ現レ方ガ昔トハ大分担ツア＊タ。Lu cs .li I 
コレハ Lu円ガ減少ャ，丘疹ノア ）~ モノニ tH クワシタカ·， ~近ハ頓ト見ヌヤクーナツタ q
シタカトぷフト；J~ シテソクデナ f ラシイ。
之ハ忠者ニモ叉精~irltfl ノ人ノ話デハ，最近 Hirnlues がーに五芝府ヘテ＊タト 言ツ テ居 Jレ。
留者ニモム引でがア Jレ0 :Z, 3回ノ腫徽療法デ上表ノ妓化ガ消失ス Jレトモク治ツタト；；－ツテ，
患者ハ醤者ヲ訪ヰヌヤウニナルシ，醤者モ強イテ治療ショクトセヌカラ，次撃サレ易イ I二
トカノ要塞ノ＊ニI雲レテトカ Eingeweide表ノ蟹化ハ騒徴療法デ消失シ テシマフガ， Hirn
トコロデ上表ノモノ Jli肖エタト 云ツテ攻幣ヲ中止スルト，後ニ居ル奴ノ、仲々攻メ落セヌ。
要塞／中ノ奴ガ今度ハ顔ヲ出シテ来Jレ。
才 7 クニ色々ノト同様ニ昔ヨリモ多クナツアヨkタヤクダ。Hirnlues Eingeweideluesモ
トノヤ，.7・簡喧ニ片付クラレタモノノ q.r!¥ r江gじnulcus百l：欣デヤツテ＊Jレカラ困ツタ代物グ。
ニハ. LUL'.'i ニ因ルト見ナサナクレハナラヌコトカ前アル。
. ¥namneseガ無クテ念、ニ Pylnrus-stenosじ／抗欣ヲ呈シ，開腹シテ見Jレト曾テ U!cusノ
Pylorusガ circularニ硬ク Stenoseヲ起 シテ居ルモノダカラ，多分 Ulcus,:¥"arl氾ダト診断
自分モ Hautニ Luesノ痕跡Lu esダツタモノカ”相官ア Jレグフク。サレタモノノ中ニハ．
カ「明カニアル患者－デ念ニ Pylorusstenosc ノ；｛）＼態ヲ主シタモノ入門，ir,i:：~療法ヲ行ツア Stenose
ヵーでク消失シタ例ヲ見テ居ノレ。
Therapieノ第1階梯トPy lorus-stenoseガ、アツタナラダカラ諸君ノウチデ原因ノ不明ナ
シテ，駆徽療法ヲ行ツテ見テハ如何。相首ニ面白イ結果ガ得ラレJレダラゥ。（以下位載）
第87同近畿外科接合開催日
来ルJO月29日（第5日i寝日）締戸市第東区納町七丁目際立榊戸病院（市電荒田町三丁目下車）ニテ湊催サ
レル。演題締匂jハ来ル10月20日限リ。常務幹事辻康，鈴木正夫，藤田登 日博士
